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フェニックスの描く、障がい者の社会参加・自立支援の未来

食中毒は暑い夏だけじゃない！意外なノロウイルスの特徴と予防法
「人生100年時代の歩み方」心疾患が及ぼす健康寿命への影響について

近未来の地域共生社会のあり方を自然界から学ぶ
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「フェニックスの描く、
　障がい者の社会参加・自立支援の未来」

Qこんにちは！今回のテーマは「フェニックスの描く、障がい者の社会
参加・自立支援の未来」です。フェニックスグループは医療・介護だ
けではなく障がい分野でも地域貢献をしていこうという方針でした
よね。

Aおっしゃるとおりです。近年、日本国内の障がい者の人口は年々増
加しています。令和4年度に公表された厚生労働省の資料（障害
福祉分野の最近の動向）によると、国内の障がい者の総数は
964.7万人。国内人口の約7.6%の方、すなわち13人に1人くらいの
割合で何らかの障害があるということになります。また、医療の進
歩により、障がい者の高齢化が進んでいます。障がい者のうち65歳
以上が占める割合は50％を超えていると言われています。

Q13人に1人の方が障がいを持っておられて、その半分が高齢者に
なるんですね。驚きました！一方で、障がいを指摘されているお子さ
んの割合も増えていると言われていますよね。

Aおっしゃるとおりです。発達障害の可能性があり特別な支援が必要
な小中学生は通常の学級に8.8％、11人に1人程度在籍していると
推計されることが2022年の文部科学省の調査で分かりました。 

Q障がいの問題は私たちにとって大変身近な問題になっているんで
すね！先生のところには具体的にどのようなご相談がありますか？

A例えば
　「障がいを軽くするためリハビリを受けたいが手段がない、十分で
ない」

　「就労にむけた職業トレーニングをしたいがどうしたらいいか？」
　「障がいがあっても働ける職場を探しているが見つからない」
　「40歳代で障がい者になり介護保険でデイサービスに通っている
が周りの方に比べ年齢が若すぎて馴染めない」

　「障がいが進行して自宅での生活が大変になってきた」
　「家族が高齢になったり、持病が悪化した。その結果、障がいのあ
る家族の面倒がみれなくなってきた」

　「障がい者の入居できるグループホームを探しているが近隣に見
つからない」

　などです。内容も多岐にわたりますが、障がい者の方の御年齢も
幼児から高齢者まで様々です。

Qフェニックスではどのような取り組みを行っていますか？　
A令和4年4月に各務原市社会福祉事業団とフェニックスは社会福

祉事業の発展を目的に連携協定を結ばせていただきました。まずは、高齢化・障がいの重度化が
おこってしまっている方への支援・協力。障がいのある乳幼児の方が就学後もリハビリを続けら
れるための体制づくりなどをおこなっています。

Q各務原市は、以前から地域住民からの要望が多かった新特別支援学校の令和7年度開校をめざし
ていますよね。

A新特別支援学校は「地域共生社会」（＃1）実現のためには大変重要な事業であるとフェニックスで
も考えています。フェニックスとして地域貢献できることを各務原市とも相談して行ってまいりた
いと考えています。

Q先日、メディアで障がいのある方の就労支援についての報道を見ました。
A障がいのある方の就職率（就職件数／新規求職申込件数）は43.9%。以前よりも高まっているよう
ですが、まだ不十分であると言われています。（＃2）

Qフェニックスの就労移行支援・就労継続支援B型事業所 VIVAローゼの充実も大切ですね。
Aおっしゃるとおりです。「VIVAローゼ」は地域の関係者の方々のご支援・ご支持を頂きながら、多く
の方にご利用いただけるようになりました。しかしながら、現在・今後の社会情勢や私たちの使命
を考えれば、フェニックスのすべきことは大いに残されていると思います。

Q障がい者グループホームの「VIVAソーレ」の開設も地域の皆様からのご要望が大きかったと伺い
ました。

A共同生活を通じて障がいのある方の自立支援を行ってまいります。「ソーレ」とはイタリア語で
「太陽」を意味します。入居者の方には、太陽のようにエネルギーを蓄え、地域社会で輝き、活躍で
きるよう支援させていただきたいと思います。

Qグループホーム「VIVAソーレ」で生活をしながら「VIVAローゼ」で働いたり、「GOZARE（ゴザーレ）」（＃3）
の活動・イベントに参加できると良いですね。

Aおっしゃるとおりです。実際にそのようなお問い合わせ・ご要望を多く頂いております。ひとつひと
つ取り組んで参りたいと思います。

Q障がいのある方にも、ご家族・関係者の方にも安心して生活できるような社会づくり、ぜひ実現させ
たいですね。本日はありがとうございました！

＃1　地域共生社会：健常者と障がい者、子ども-若者-高齢者、性別、国籍の違いなどを乗り越え、一人一人が活躍でき、より一層結び
　ついて一緒に生活していく社会

＃2　「令和４年度ハローワークを通じた障害者の職業紹介状況などの取りまとめ」厚生労働省　参照
＃3　GOZARE（ゴザーレ）：フェニックスでの地域共生社会創生プロジェクト　「なんでもござれ」という言葉の「ござれ」から作ったダ
　ジャレによる造語

（Q：聞き手　A:敏毅理事長）
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特定医療法人フェニックス　社会福祉法人フェニックス　会 長  長縄 伸幸

近未来の地域共生社会のあり方を
自然界から学ぶ

2040年、多様性と格差の時代に向けて

　地球温暖化の影響で、世界の各地で最近異常気
象が続いています。日本では特に、南太平洋のラ
ニーニャ現象による海面水温の異常なる上昇で、夏
前の梅雨期を中心に、台風の異常接近と迷走、およ
び今まで経験したことのない短時間の降水量で、日
本各地で大規模な水害に悩まされました。また、そ
の後も日本各地で、連日38.5度を超える猛暑に悩
まされています。現在、先進国を中心に、温暖化の原
因と言われる二酸化炭素の発生を、限りなく減少さ
せる、SDGｓ運動が本格的に進められています。
　最近、私は近未来の日本の高齢社会を考える時、
自然と共生していた頃の人類の小集団社会に立ち
戻って、瞑想しています。そんな折、息子のように付
き合っていただいている甘利先生から講演依頼を
受け、今年の6月に愛知県言語聴覚士会総会で、
「近未来の共生社会のあり方を自然界から学ぶ～
2040年、多様性と格差時代に向けて～」を講演し
ましたが、その内容をPhoenix Communicationで
2回に分け、ご紹介させていただきたいと思います。
　共生社会とは、「自分の考えと異なる点で、他者
を排除することを慎む社会」です。我々人間も、以前
は生物多様性の世界の一構成員である人類とし
て、特にその文化的多様性を尊重して、自然界で競
争・共生し、やがて、人間へと進化（共進）してきま
した。しかし、近世紀になり、自然界を解明、克服、
略奪し、やがて、多彩で豊富な経済的・文化的利潤
を得ることを知った一部の人たち（いわゆる先進
国）は競って暴利をつかんできました。その結果、自
然界の地球維持メカニズムは崩れ、自然界での生
物多様性、共生社会の崩壊が目立っています。大量
生産・大量消費・大量廃棄により、先進国の人口は
100年で4倍、50年でエネルーギー消費は8倍、
GNPは5倍と分配不平等社会を作っています。10
人分の食事を、先進国では8人分を2人で食べ、多
くを廃棄する一方で、途上国では2人分を8人で分
け合って、ほそぼそ生活しているのが現状です。そ
の地球の壊滅的危機に気づき、持続可能な社会・
経済・環境への転換をめざすSDGｓ運動が大々的
な規模で先進国中心に始まっていますが、途上国
はその身勝手さに、必ずしも賛同していません。私
自身、今年76才を迎え、自分事として現実を直視
し、残る10年に満たない人生を、「いかに人に迷惑
かけず、充実させて生きるか」を考えさせられてい
ます。その本音も入れつつ、皆様と人生とは何かを
共振・共鳴させていただければ幸いです。

 自然界における共生は、
 生死をかけた戦いで成立している

　自然界の共生の成り立ちには、「多様性（多種動
植物、多民族等）である」ことが不可欠です。動物の
食物連鎖は、実に冷酷な世界で、生死をかけた微
妙な連鎖の均衡で、互いの種を守っています。ここ
でも多様性の種があることが大前提で、稀少絶滅
種を必死に保護する意義は、この絶妙なバランス
を乱さないためです（現存する日本の野生動物の
1/4は絶滅の危機に瀕しています）。また、植物や
土壌菌は互いの多様性を利用して、土中深いとこ
でも競い合いながら、や
がて共生して生き残っ
ています。落葉樹の落ち
葉は、土壌菌に利用され
つつ、針葉樹や雑草の
成長を助けています。一
方落葉樹は、光合成が
でき元気のよい針葉樹
の援助を受けて、冬をし
のぎ、春を待っています。
動物や人間
の経済活動
から生じる
二酸化炭素
や窒素等は、
海中や土中
さらに植物
に吸収・貯蔵
され 、やが
て、再生・再
循環されて
います。

 生物の多様性を認め合う社会（共生社会）とは！
　生物の多様性を認め合い、共生するには、以下
の3つのバランスが必要です。
①共生理念に基づく社会：それぞれの個性とその
多様性を互いに理解し、認め（包摂）共存する社会
②自然の恵みを賢く使う社会：自然の恵みに感謝
し、適切にその恩恵を享受しあう社会
③自然の恵みを豊かにする社会：自然の恵みをさ
らに増やし、次世代にも繋ごうとする社会
 我々人類は、今までどの様に自然界に接し、今後
はどの様に対応しようとしていますか？今一度、振
り返って考えたいと思います。

 人間と宗教
　人（人類）には感情があり、大自然のもとでは、家
族という心の支えあいがないと生存できない小心
な動物でした。そこで、心のよりどころにしたのがい
わゆる原始宗教です。現在の主な宗教は、キリスト
教・イスラム教・ヒンズー教および仏教ですが、自然
界との関係や自然に対する対応もおのずと異なっ
ています。1つの神のみを信じ絶対視する（1神教で
ある）キリスト教やイスラム教は、世界の大半を占
めています。一方、自然界に多くの神々を求める主
な多神教は、ヒンズー教および仏教です。他の神を
認めない1神教では、兄弟喧嘩のような宗教戦争
や大自然への挑戦（世界布教・産業革命）が繰り返
されています。一方、自然界のよろずの神々を尊ぶ
多神教は、自然との共存共生をめざしています。

 自然界から見た日本の食物摂取事情
　2003年における日本の世界から見た農産物の
輸入実績は、世界の9.8％です（人口は世界の
2％）。その主な内訳は、小麦6.3％、トウモロコシ
23.6％、大豆9.4％で肉類は25.5％にも達してい
ます。さらに、心に留めおきたい重要なことは、食品
関連業者や一般家庭から出る食費関連の廃棄物
は、年間1900万トンですが、食べ残し廃棄物は最
大900万トンで、食品廃棄物の47.4％も占めてい
ることです。まさに、日本は大量生産・大量消費・大
量廃棄する代表国の1つです。

 我が国の人口動態の過去・現在・未来
　2100年までの日本の人口動態を考えるにあた
り、過去の鎌倉時代にさかのぼって考えてみまし
た。鎌倉幕府が成立した1192年ごろの日本の人
口は757万人、室町幕府が成立した1338年頃は
818万人、江戸幕府が成立した1603年頃は
1227万人、享保の改革が始まった1716年頃は
3126万人、明治維新の1868年頃は3330万人と

推定されています。急に人口が増加したのは、第1
次・第2次の産業革命が始まった時と一致していま
す。1945年の太平洋戦争敗北時の7190万の人
口も約60年後の2004年には12784万人、高齢
化率19.6％とピークを迎えています。世界で最も
早く少子超高齢社会を迎える日本の、今後予想さ
れる人口動態を予想してみると、2030年に
11522万人高齢化率31.8％、2050年に9515万
人高齢化率39.6％、2100年には4771万人（最
悪時には3770万人と明治維新時のレベル）高齢
化率40.6％まで減少するといわれています。

 自然界から学んだこと
　生物間の敵対や競争よりも、共生の方が安定し
ており、資源を取り尽す心配はない。共生こそが生
物多様性を維持する上で必要不可欠であり、共生
と生物多様性からなる自然界（自然社会）は、共進
化（共生進化）の一つの現れである。
　生きるヒントは自然の仕組みの中にある。ヒトに
も、自然にも、物にも、必要とされないものは何一つ
ない。人から受けた恩は返したいと思うのが人情
であり、空気や水や木などの自然から借りたもの
は、きれいにして返す必要がある。

 人間社会における多様性と求められる
 共生進化
・老若世代間
・老老世代間
・子育て世代と若年世代間
・同齢世代間
・男と女、老齢化
・地域における地縁・血縁、慣習、
・職場における世代間や上司部下
・疾病と老化
・人と自然界陸上での炭素の循環

水や空気の動き
土の団粒化
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　地球温暖化の影響で、世界の各地で最近異常気
象が続いています。日本では特に、南太平洋のラ
ニーニャ現象による海面水温の異常なる上昇で、夏
前の梅雨期を中心に、台風の異常接近と迷走、およ
び今まで経験したことのない短時間の降水量で、日
本各地で大規模な水害に悩まされました。また、そ
の後も日本各地で、連日38.5度を超える猛暑に悩
まされています。現在、先進国を中心に、温暖化の原
因と言われる二酸化炭素の発生を、限りなく減少さ
せる、SDGｓ運動が本格的に進められています。
　最近、私は近未来の日本の高齢社会を考える時、
自然と共生していた頃の人類の小集団社会に立ち
戻って、瞑想しています。そんな折、息子のように付
き合っていただいている甘利先生から講演依頼を
受け、今年の6月に愛知県言語聴覚士会総会で、
「近未来の共生社会のあり方を自然界から学ぶ～
2040年、多様性と格差時代に向けて～」を講演し
ましたが、その内容をPhoenix Communicationで
2回に分け、ご紹介させていただきたいと思います。
　共生社会とは、「自分の考えと異なる点で、他者
を排除することを慎む社会」です。我々人間も、以前
は生物多様性の世界の一構成員である人類とし
て、特にその文化的多様性を尊重して、自然界で競
争・共生し、やがて、人間へと進化（共進）してきま
した。しかし、近世紀になり、自然界を解明、克服、
略奪し、やがて、多彩で豊富な経済的・文化的利潤
を得ることを知った一部の人たち（いわゆる先進
国）は競って暴利をつかんできました。その結果、自
然界の地球維持メカニズムは崩れ、自然界での生
物多様性、共生社会の崩壊が目立っています。大量
生産・大量消費・大量廃棄により、先進国の人口は
100年で4倍、50年でエネルーギー消費は8倍、
GNPは5倍と分配不平等社会を作っています。10
人分の食事を、先進国では8人分を2人で食べ、多
くを廃棄する一方で、途上国では2人分を8人で分
け合って、ほそぼそ生活しているのが現状です。そ
の地球の壊滅的危機に気づき、持続可能な社会・
経済・環境への転換をめざすSDGｓ運動が大々的
な規模で先進国中心に始まっていますが、途上国
はその身勝手さに、必ずしも賛同していません。私
自身、今年76才を迎え、自分事として現実を直視
し、残る10年に満たない人生を、「いかに人に迷惑
かけず、充実させて生きるか」を考えさせられてい
ます。その本音も入れつつ、皆様と人生とは何かを
共振・共鳴させていただければ幸いです。

 自然界における共生は、
 生死をかけた戦いで成立している

　自然界の共生の成り立ちには、「多様性（多種動
植物、多民族等）である」ことが不可欠です。動物の
食物連鎖は、実に冷酷な世界で、生死をかけた微
妙な連鎖の均衡で、互いの種を守っています。ここ
でも多様性の種があることが大前提で、稀少絶滅
種を必死に保護する意義は、この絶妙なバランス
を乱さないためです（現存する日本の野生動物の
1/4は絶滅の危機に瀕しています）。また、植物や
土壌菌は互いの多様性を利用して、土中深いとこ
でも競い合いながら、や
がて共生して生き残っ
ています。落葉樹の落ち
葉は、土壌菌に利用され
つつ、針葉樹や雑草の
成長を助けています。一
方落葉樹は、光合成が
でき元気のよい針葉樹
の援助を受けて、冬をし
のぎ、春を待っています。
動物や人間
の経済活動
から生じる
二酸化炭素
や窒素等は、
海中や土中
さらに植物
に吸収・貯蔵
され 、やが
て、再生・再
循環されて
います。

 生物の多様性を認め合う社会（共生社会）とは！
　生物の多様性を認め合い、共生するには、以下
の3つのバランスが必要です。
①共生理念に基づく社会：それぞれの個性とその
多様性を互いに理解し、認め（包摂）共存する社会
②自然の恵みを賢く使う社会：自然の恵みに感謝
し、適切にその恩恵を享受しあう社会
③自然の恵みを豊かにする社会：自然の恵みをさ
らに増やし、次世代にも繋ごうとする社会
 我々人類は、今までどの様に自然界に接し、今後
はどの様に対応しようとしていますか？今一度、振
り返って考えたいと思います。

 人間と宗教
　人（人類）には感情があり、大自然のもとでは、家
族という心の支えあいがないと生存できない小心
な動物でした。そこで、心のよりどころにしたのがい
わゆる原始宗教です。現在の主な宗教は、キリスト
教・イスラム教・ヒンズー教および仏教ですが、自然
界との関係や自然に対する対応もおのずと異なっ
ています。1つの神のみを信じ絶対視する（1神教で
ある）キリスト教やイスラム教は、世界の大半を占
めています。一方、自然界に多くの神々を求める主
な多神教は、ヒンズー教および仏教です。他の神を
認めない1神教では、兄弟喧嘩のような宗教戦争
や大自然への挑戦（世界布教・産業革命）が繰り返
されています。一方、自然界のよろずの神々を尊ぶ
多神教は、自然との共存共生をめざしています。

 自然界から見た日本の食物摂取事情
　2003年における日本の世界から見た農産物の
輸入実績は、世界の9.8％です（人口は世界の
2％）。その主な内訳は、小麦6.3％、トウモロコシ
23.6％、大豆9.4％で肉類は25.5％にも達してい
ます。さらに、心に留めおきたい重要なことは、食品
関連業者や一般家庭から出る食費関連の廃棄物
は、年間1900万トンですが、食べ残し廃棄物は最
大900万トンで、食品廃棄物の47.4％も占めてい
ることです。まさに、日本は大量生産・大量消費・大
量廃棄する代表国の1つです。

 我が国の人口動態の過去・現在・未来
　2100年までの日本の人口動態を考えるにあた
り、過去の鎌倉時代にさかのぼって考えてみまし
た。鎌倉幕府が成立した1192年ごろの日本の人
口は757万人、室町幕府が成立した1338年頃は
818万人、江戸幕府が成立した1603年頃は
1227万人、享保の改革が始まった1716年頃は
3126万人、明治維新の1868年頃は3330万人と

推定されています。急に人口が増加したのは、第1
次・第2次の産業革命が始まった時と一致していま
す。1945年の太平洋戦争敗北時の7190万の人
口も約60年後の2004年には12784万人、高齢
化率19.6％とピークを迎えています。世界で最も
早く少子超高齢社会を迎える日本の、今後予想さ
れる人口動態を予想してみると、2030年に
11522万人高齢化率31.8％、2050年に9515万
人高齢化率39.6％、2100年には4771万人（最
悪時には3770万人と明治維新時のレベル）高齢
化率40.6％まで減少するといわれています。

 自然界から学んだこと
　生物間の敵対や競争よりも、共生の方が安定し
ており、資源を取り尽す心配はない。共生こそが生
物多様性を維持する上で必要不可欠であり、共生
と生物多様性からなる自然界（自然社会）は、共進
化（共生進化）の一つの現れである。
　生きるヒントは自然の仕組みの中にある。ヒトに
も、自然にも、物にも、必要とされないものは何一つ
ない。人から受けた恩は返したいと思うのが人情
であり、空気や水や木などの自然から借りたもの
は、きれいにして返す必要がある。

 人間社会における多様性と求められる
 共生進化
・老若世代間
・老老世代間
・子育て世代と若年世代間
・同齢世代間
・男と女、老齢化
・地域における地縁・血縁、慣習、
・職場における世代間や上司部下
・疾病と老化
・人と自然界

我が国の人口は長期的には急減する局面に
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この街の元気をつくりたい。トータルケアでしあわせを応援します。

コミュニティプラザ

フェニックス DANKE

交通のご案内

メディカルセンター・フェニックス
名鉄各務原線 おがせ駅 又は名電各務原駅より徒歩10分
JR高山線 各務原駅よりタクシーで5分
ふれあいバス「フェニックス総合クリニック前」下車

サンバレーかかみ野
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